
ろうやに入
い

れられた
ニーファイとリーハイ
だい37しょう

ニーファイとリーハイはヒラマンのむすこです。ヒラマンはエ

ルサレムからやって来
き

たリーハイとニーファイのように，正
ただ

しい人
ひと

になってほしいと思
おも

ったのです。（ヒラマン5：4－7）

ニーファイとリーハイが，ニーファイの地
ち

へむかっている時
とき

でし

た。二人
ふ た り

はレーマン人
じん

のぐんたいにとらえられ，ろうやに入
い

れられ，

何日
なんにち

も食
た

べものをあたえられませんでした。（ヒラマン5：20－

22）

レーマン人
じん

たちが二人
ふ た り

をころそうとやって来
き

たところ，二人
ふ た り

は手
て

を出
だ

そうとする人
ひと

をやきほろぼしてしまいそうな火
ひ

のようなものに

つつまれていました。そのために，レーマン人
じん

たちは二人
ふ た り

をころす

ことができませんでした。（ヒラマン5：22－23）

二人
ふ た り

はニーファイ人
じん

とレーマン人
じん

に，神
かみ

のことばを教
おし

えに出
で

て行
い

きました。そして何千人
なんぜんにん

もの人
ひと

がバプテスマをうけました。（ヒラ

マン5：14－19）

ヒラマンはむすこたちに，イエス・キリストをしんじるように教
おし

えました。二人
ふ た り

は，しんこうとくいあらためを通
とお

してつみがゆるさ

れることを学
まな

びました。（ヒラマン5：9－12）
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ところが，ニーファイとリーハイはやかれませんでした。二人
ふ た り

は

レーマン人
じん

たちに，自分
じ ぶ ん

たちが神
かみ

の力
ちから

によってまもられていること

を話
はな

しました。（ヒラマン5：24－26）

すると，じめんがゆれ，ろうやのかべがゆれうごきました。ろう

やの中
なか

にいたものたちは，あんこくの雲
くも

にかこまれたので，おそろ

しくなりました。（ヒラマン5：27－28）

その時
とき

，あんこくの雲
くも

の上
うえ

の方
ほう

から声
こえ

がしました。それはささや

くような，しずかな声
こえ

でしたが，すべての人
ひと

はこの声
こえ

を聞
き

きました。

（ヒラマン5：29－30）

その声
こえ

は人
ひと

びとにくいあらためて，ニーファイとリーハイをころ

さないように言
い

いました。（ヒラマン5：29－30）

3ど目
め

に声
こえ

がした時
とき

，またじめんがゆれ，かべがゆれうごきまし

た。レーマン人
じん

たちは，あまりのくらさとおそろしさで，にげるこ

とができませんでした。（ヒラマン5：33－34）

前
まえ

に教会
きょうかい

いんだったニーファイ人
じん

が，あんこくの雲
くも

を通
とお

して見
み

る

と，ニーファイとリーハイの顔
かお

がかがやいていました。（ヒラマン

5：35－36）
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二人
ふ た り

は天
てん

をあおいで，話
はな

していました。男
おとこ

の人
ひと

がレーマン人
じん

たち

にそのようすを見
み

るように言
い

いました。レーマン人
じん

たちは，二人
ふ た り

は

だれと話
はな

しているのだろうと思
おも

いました。（ヒラマン5：36－38）

そこでアミナダブというその男
おとこ

は，「二人
ふ た り

はてんしたちと話
はな

して

いる」と言
い

いました。（ヒラマン5：39）

レーマン人
じん

たちが「あんこくの雲
くも

をはなれさせるにはどうしたら

いいか」と聞
き

くと，アミナダブは答
こた

えました。「くいあらためて，

イエス・キリストをしんじるしんこうをもてるまで，神
かみ

にいのらな

くてはならない。」（ヒラマン5：40－41）

レーマン人
じん

たちは，あんこくの雲
くも

がきえさるまでいのりつづけま

した。（ヒラマン5：42）

レーマン人
じん

たちは，大
おお

きなよろこびをかんじました。かれらの

心
こころ

は，神
かみ

のみたまにみたされました。（ヒラマン5：44－45）

あんこくの雲
くも

がきえると，こんどはみんなが火
ひ

のはしらにとりま

かれていました。火
ひ

はかれらも，ろうやのかべもやきませんでした。

（ヒラマン5：43－44）
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そして，イエス・キリストをしんじるしんこうがあるので，心
こころ

に

へいあんがあるでしょうと言
い

うささやくような声
こえ

が聞
き

こえました。

（ヒラマン5：46－47）

レーマン人
じん

たちは，その声
こえ

のする方
ほう

を見上
み あ

げました。すると，て

んしたちが天
てん

からくだって来
き

ていました。（ヒラマン5：48）

これらのことを見聞
み き

きしたものは，およそ300人
にん

いました。か

れらは，自分
じ ぶ ん

たちが見聞
み き

きしたことを人
ひと

びとにつたえるために出
で

て

行
い

きました。（ヒラマン5：49－50）

大半
たいはん

のレーマン人
じん

は，このことをしんじて，ぶきをなげすてまし

た。（ヒラマン5：50－51）

そして，ニーファイ人
じん

へのにくしみをすてて，ニーファイ人
じん

から

うばった土地
と ち

をかえしました。こうしてレーマン人
じん

は，ニーファイ

人
じん

にもまさって正
ただ

しい人
ひと

となりました。（ヒラマン5：50，52）

多
おお

くのレーマン人
じん

が，ニーファイやリーハイとともに，ニーファ

イ人
じん

に教
おし

えをときました。（ヒラマン6：1，6－7）




